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保育現場における 
行動分析による「気になる子ども」への支援

赤　星　裕　子＊・福　田　恭　介＊＊

要旨　本研究では、保育現場において「気になる子ども」への支援策について検討した。「気にな

る子ども」とは、保育中に友だちとトラブルを起こしたり、保育者に対して反抗的な行動をとっ

たりすることが多く、保育者としてどのように対応すべきか困難を感じる子どもを言う。ここで

は、一人の子どもの行動エピソードをいくつか取り上げて、約４ヶ月間にわたって観察・記録し、

さらにその行動についてA-B-C分析を行った。行動分析結果をもとに、保育者の言葉かけを変え

たり、保育室の環境構成を変えたりしていった。その結果、子どもの行動が穏やかなものになっ

ていっただけでなく、周りの子どもたちの本児への見方も変わっていった。子どもの行動を変え

ることに影響をもたらした要因や支援策について検討を行った。

キーワード　 気になる子ども、行動観察・記録、A-B-C分析、環境構成、保育者の言葉かけ

目的

近年、保育の現場では「気になる子ども」の

保育が大きな課題となっている。「気になる子

ども」について、本郷ら（2003）は、「何らか

の障害があるとは認定されてはいないが、保育

者にとって保育が難しいと考えられている子ど

も」と定義し、緒方（2020）は、「明確な診断

はないものの発達障害の特性が見られ、保育者

にとって日常の保育をする上で困難さがあり、

特別な配慮を必要としている子ども」と述べて

いる。

筆者がこれまで勤務してきた保育園において

も、どのように関わればよいか戸惑ったり、特

別な配慮の必要性を感じたりする子どもたちが

一定数いた。このように、他の子どもたちと比

べて行動が目立つ、「気になる子ども」に対し

てどのような支援ができるのか、その解決策が

なかなか見えにくく、園としても筆者自身とし

ても困難を抱えていた。

本論文では、一人の子どもの行動に注目し、

いくつかの活動場面における７つのエピソード

を紹介し、子どものどんな行動が友だちとのト

ラブルを引き起こしているのかを示していく。
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さらにA-B-C分析を用い、保育者の言葉かけ

や環境構成によってそれらの行動がどのように

変容していくのかを検討する。A-B-C分析と

は、子どもの行動の前のきっかけをＡ（An-

tecedent）、そこから引き起こされた子どもの

行動自体をＢ（Behavior）、それに続く刺激や

出来事をＣ（Consequence）として記述的に

分析していく方法である（馬場・松見、2011）。

この行動分析により、子どもの行動がどのよう

な状況で引き起こされ、その結果どのような状

況になったのかをみていくと、子どもの行動が

どのような意味を持っているのかを保育者に

とって理解しやすくなるとされている（田中、

2017）。

そこで本研究の目的は、「気になる子ども」

の行動がどのようなきっかけによって生じ、そ

の行動に対して周囲の子どもや保育者がどのよ

うな言葉かけをするかを分析することで、子ど

もがどのような気持ちでその行動を起こしたの

か仮説を立て、保育者の「気になる子ども」に

対する支援のあり方を探ることである。

方法

対象児：Ａさんは、福岡県内の保育施設に通

う５歳２か月児であった。園では４歳児クラス

に所属していた。本児に対する倫理的配慮のた

め、本児の性別、所属する園名、記録した年月

日は無記名とした。

事例の概要：１歳５ヶ月から保育園に通いは

じめ、入園当初は、偏食が見られ少量のご飯や

麺は食べるが、介助しても残すことが多かっ

た。２歳５ヶ月ごろになると、給食で食べられ

る食材も増えてきて、特に気になる様子は見ら

れなかった。３歳５ヶ月ごろから、集まりの時

間、大好きな絵本の読み聞かせの時間は座って

いるが、興味がなくなるとウロウロする行動が

見られていた。４歳５ヶ月ごろになると、保育

士や友だちにも、「おはよう」、「明日も遊ぼう

ね」などといった日常会話はできていたが、友

だちとのトラブルが目立ってきた。集団生活に

おいて、クラスの約束事や順番を守ったり、ス

ムーズに次の活動に移ったりすることが苦手で

あった。そのいっぽうでプラスブロック遊びに

は毎日取り組み、平面で繋ぎ合わせたり立体的

に組み合わせたりして、車を作ることができる

ようになってきていた。プラスブロックとは、

プラス＋の形をしたブロックで、これらを組み

合わせることで、平面的にも立体的にも作るこ

とができる玩具である（https://utopia-shop.

com/collections/plus-plus）。

分析手続き：本児が、プラスブロック遊びを

通して友だちと、どのような関わりを持ってい

るかを３つのエピソードにおいて、A-B-C分析

に基づいて観察、記録を行った。その記録結果

をもとに、⑴どのようなきっかけによって本児

がこのような行動をしたのか、気づいたこと、

今後対応できそうなことを検討した。さらに、

⑵それらの対応を普段の保育の中で実践するこ

とで、保育者としてできる支援のあり方につい

て検討した。

結果と考察

⑴　A-B-C分析結果から示されたこと

エピソード１（Ｘ年Ｙ月Ｚ日）　自由遊び　10時ごろ

保育室では、10人以上の子どもたちがプラ

スブロックで車や飛行機、家などを作って遊ん

でいた。Ａさんはこの日も、得意なピストルを

制作していた。作りながらも友だちの作ってい
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る物に目を向ける姿が見られた。ピストルが出

来上がるとすぐに立ち上がり、車を作っている

友だちのそばへ行き、「バン、バン」と言いな

がらピストルで撃つ真似をした。車を作ってい

た友だちは、突然顔の近くでバン、バンとされ

たことに驚き、「やめて、やめて」と訴え、周

りにいた友だちも「だめだよ」とＡさんの行動

をやめさせようとした。Ａさんは、やめるどこ

ろかますます激しく「バン、バン」と言いなが

ら撃つ真似をした。気づいた保育士は、Ａさん

の前に座り「Ａさん、お友だちがやめてって

言ってるよ」と伝えた。するとＡさんは「もう

○○さん、嫌い」「遊ばない」と言って、保育

室を出て行った。エピソード１の様子をA-B-C

分析表にまとめたものが表１である。

表１のA-B-C分析表から気づいたことをま

とめると、Ａさんのピストルでの「バン、バン」

という行動は、作りながらも友だちの作ってい

る物に視線を向けていたことから、自分が作っ

たピストルを友だちに自慢したり、友だちと一

緒に遊びたいという気持ちを、ピストルで「バ

ン、バン」と言いながら撃つという行動で表現

したものと考えられる。友だちと遊びたいとい

う気持ちを言葉で言えず、ピストルで「バン、

バン」と言いながら撃つという行動でしか表現

できないことが、友だちとのトラブルに繋がっ

ていった。さらにＡさんの行動に対して、保育

士や友だちが注意・叱責をしたことで、反抗的

な態度になり、友だちに対して「嫌い、遊ばな

い」の言葉がＡさんから発せられてしまった。

このとき、保育士としてはどのような言葉か

けができたのであろうか。「本当はこのピスト

ルを友だちに見せていっしょに遊びたかったん

だよね」と気持ちを理解した上で、遊びたいと

きは「いっしょにピストルで遊ぼう、と言えば

いいんだよ」と、適切な行動を伝えていくこと

ができたのかもしれない。今回のような場面で

は様子を見ながら、保育士の方から「Ａさんの

ピストルかっこいいね、上手にピストル作った

ね」などの言葉をかけると、Ａさんの行動や友

だちの反応も変わったと思われる。

エピソード２（Ｘ年Ｙ月Ｚ＋10日）　自由遊び　16時ごろ

保育室では保護者の迎えを待つ子どもたち

が、思い思いに好きな遊びをしていた。Ａさん

はプラスブロックで車を作っていた。しばらく

すると、作っていたブロックの車を床に置いて

立ち上がり、ブロックで電車を作っている友だ

ちの所へ移動した。「ぼくも作りたい」と言い

ながら友だちが座っている間に無理やり入り込

み、電車を作り始めた。そのときＡさんは、

さっきまで自分が作っていた車のブロックで友

表１．Ａさんの行動の前後にわたるA-B-C分析表（Ｘ年Ｙ月Ｚ日）10時ごろ

きっかけ（A) 本人の行動（B) その結果（C)
周りには10人以上の子どもたちがい
た。Aさんは，友だちの作っている物に
視線を向けながら、ブロックでピストル
を作っていた。

Aさんはピストルを友だちに向けて「バ
ン，バン」と言いながら撃つ真似をし
た。

「やめて、やめて」と友だちから言われ
た。さらに周りにいた友だちからも「だ
めだよ」と言われた。

Aさんは，さらに友だちに向けて激しく
撃つ真似をした。

「お友だちがやめてって言ってるよ」と
保育士に言われた。

Aさんは，「嫌い、遊ばない」と言って
保育室から出ていった。
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だちが遊んでいることに気づいた。Ａさんはす

ぐに立ち上がり、最初に遊んでいた場所にかけ

戻ると、友だちが手に持っていた車のブロック

（Ａさんが作った物）を突然取り上げようとし

て、取り合いになった。友だちは「僕が遊んで

た」と泣きながら保育士に訴えた。周りにいた

友だちも「Ａさんがとった」と保育士に伝えた。

話を聞くために、保育士が２人を引き離すと、

Ａさんは床にひっくり返って泣き、周りにある

ブロックを投げ始めた。保育士は取り合いに

なった車のブロックが、Ａさんが作ったものだ

と把握していたので、「このブロックはさっき

Ａさんが作ったんだよね」とＡさんに声をかけ

たが、ますますパニック状態になった。その様

子を見ていた別の保育士がＡさんを静かな場所

へ連れて行った。しばらく泣いていたが、気持

ちを切り替えるために、竹とんぼ（前日の誕生

会で使用した竹とんぼに興味を持っていた）を

作って遊ぼうと誘うと泣き止み、保育室に戻っ

てきた。エピソード２の様子をA-B-C分析表

にまとめたものが表２である。

表２のA-B-C分析表から気づいたことをま

とめると、Ａさんが立ち上がり移動した行動

は、１つのブロック遊びコーナー（図１左、変

更前）に、10人以上の子どもたちがいたためだ

と考えられる。なぜなら、Ａさんにとってたく

さんの友だちがいるブロックコーナーで車を作

ることは、友だちが作っている物が目に入りや

すく、制作に集中しづらい状況になってしまっ

ていたからである。また取り合いになった行動

は、自分が作ったブロックを今は使っていなく

ても、自分の物であるというこだわりと、それ

を「これ返してね」と言葉で表現するのではな

く、突然ブロックを取り上げるという衝動性の

ためであろう。さらにＡさんが床にひっくり

返って泣き、ブロックを投げ始めた行動は、Ａ

さんが作った物であるにもかかわらず、友だち

からの「僕が遊んでた」という言葉と、周りの

友だちからの「Ａさんがとった」という言葉が

きっかけとなり、Aさんのパニックが引き起こ

されてしまった。しかしパニックが起きても、

保育士が気持ちを切り替えて落ち着かせる手助

表２．Ａさんの行動の前後にわたるA-B-C分析表（Ｘ年Ｙ月Ｚ＋10日）16時ごろ

きっかけ（A) 本人の行動（B) その結果（C)
Aさんは，ブロックで車を作っていた。
ブロックコーナーでは，10人以上の子
どもたちが遊んでいた。

Aさんは，車づくりを止め，ブロックコー
ナーの別の友だちのところに移動し
た。

友だちが，自分が作った車で遊んでい
るのが見えた。

Aさんは，元の場所に走っていき，友
だちが遊んでいたブロックを取り上げ
ようとして取り合いになった。

「僕が遊んでた」と友だちから言われ、
周りの友だちからも「Aさんが取った」
と言われたことで取り合いになり、保
育士から引き離された。

Aさんは，床にひっくり返って大泣きを
し，ブロックを投げ始めた。

「このブロックはさっきAさんが作った
んだよね」と保育士に言われた。

Aさんは，ますますパニック状態になっ
た。

別の保育士といっしょに静かな場所へ
移動し，「竹トンボを作って遊ぼう」
と誘われた。

Aさんは，泣き止み，落ち着いて戻って
来た。
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けをすれば、泣き止むことができた。このこと

は、Aさんに対する新しい発見であった。

このとき、保育士としては保育室内にどのよ

うな環境構成をすれば、トラブルを少なくでき

たのであろうか。Aさんにとって、友だちが

作っている物が気になるのであれば、Aさんの

周りにいる子どもの人数を少なくすることで、

気になる人や物も少なくなり、集中しやすくな

るであろう。トラブルになったとき、保育士や

友だちの言葉がパニックを引き起こすきっかけ

となっていることから、このようなときはトラ

ブルの場からAさんをすぐに離し、保育士の

方から、Aさんが興味を持ちそうな別の遊びに

誘うことが、気持ちを切り替えるきっかけにな

ると考えられる。それができたときに、気持ち

を切り替えることができたことをほめるという

やり方が、Aさんのパニックを拡大させずに済

むであろう。

エピソード３（Ｘ年Ｙ＋２月Ｚ日）　10時半ごろ

運動会も終り、子どもの興味関心に合わせて

保育室の環境構成を見直した。それまでは、ブ

ロック遊びに興味をもつ子どもが多く、ブロッ

ク遊びを通しての友だちとの関わりが見られて

いたので、ブロック遊びコーナーを広く取り、

いつでも自由に遊べる環境を設定していた（図

１左、変更前）。しかし、コーナー内で友だち

の遊びに注意がそれやすいだけでなく、他の

コーナーでの遊びにも注意がそれやすいという

状況になっていた。

日々の活動を通してハサミやのり、鍵盤ハー

モニカ（メロディオン）の使い方を子どもたち

に知らせ、使い方も身についてきたので、それ

らをいつでも自由に使えるように、制作コー

ナーやメロディオンのコーナーを、保育室内に

新たに設置した（図１右、変更後）。その結果、

新たに設置したコーナーに興味を持つ子どもが

増え、ブロック遊びコーナーで遊ぶ子どもの人

数が少なくなり、ブロック遊びコーナーを今ま

でよりも狭く設定することができた。さらに

パーティションと棚でブロック遊びコーナーを

区切ることで、周りの友だちへの注目が行きに

くい環境になった。室内の環境構成を見直した

ことで、毎日ブロックで遊ぶＡさんにとって、

ブロックで遊ぶ人数が少なくなり、友だちの行

動に惑わされることも減った。
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図１ ．変更前と変更後の保育室： 変更前（左）は、ブロックで遊ぶ子どもが多かったのでブロック遊びコーナー
を広く作り、いつでも遊べる環境にしていた。変更後（右）では、新しいコーナー（メロディオン、制作、

トランプ、カード遊び）が増えたことで、ブロック遊びコーナーを狭く設定した。
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エピソード３の日は、クラスを２つに分けて

活動をした。室内では全部で１５人の子どもた

ちが好きな遊びで遊んでいた。そのうちのブ

ロック遊びコーナーでは、Ａさんを含め５人の

子どもたちが遊んでいた。この日のＡさんは、

１人で集中して電車を作っていた。完成すると

「飾りたい」と言って、Ａさんが座っている場

所の横にある棚の上に電車を飾った。その行動

は、飾りたい気持ちというより自分の物だとい

う気持ちを表現したかったのだと思われる。そ

の後、「ぼくも遊びたい」と近くにいる友だち

に声をかけ、友だちが作っている連結電車を見

ながら、同じ物を作り始めた。作りながら

「あっ」と思い出したように、最初にＡさん自

身が作った電車を探す様子が見られたが、棚の

上に飾ってある電車を見つけると、安心したよ

うに再び連結電車を作り始めた。この日はプラ

スブロックで遊んでいる間、一度もトラブルが

起きることはなかった。

エピソード３では、ブロック遊びコーナーで

遊ぶ子どもの人数が５人と少なかった。この状

態では気になる物が減り、十分な数のブロック

が自由に使えることから、Ａさんは集中して遊

ぶことができていた。この日穏やかに遊べたの

は、子どもの人数が少ないことで周りの様子が

見えやすくなり、自分が作った物も見つけやす

くなったためだと考えられる。日々のブロック

遊びの積み重ねによって、自分のイメージ通り

に作れるスキルも上達した。このことも集中し

て遊べるようになっている要因の一つだろう。

こういったことから、１日の活動の流れや状況

を見ながら、子どもたちが落ち着いて遊べ、ト

ラブルが起きにくい環境構成が大切であること

が示される。

しかしこの後、いつもとは違う片付けの知ら

せ方を行ったためにトラブルが発生した。普段

は15分前に時計の針の模型を見ながら、子ども

たちに「時間になったら片付けるよ」と確認を

するが、この日は給食の時間が迫っていたた

め、突然の片付けを伝えてしまった。するとＡ

さんは、作っていたブロックを投げて怒り出し

てしまい、近くの友だちを押しのけながら保育

室を出て行った。すぐに保育士がＡさんを引き

とめ「押したら友だちが怪我するよ」と注意を

したが、Ａさんは保育士には目も向けず、給食

準備の流れで走ってトイレへと向かった。トイ

レから出るときに、トイレの入り口にいた友だ

ちを押して出たために、友だちの顔にＡさんの

手が当たってしまった。周りにいた友だちが

「Ａさんが押したから○○さんが泣いてる」と

保育士に伝えにきた。その頃Ａさんは、いつも

のように２階の保育室から１階のホール（給食

を食べる場所）へ移動し、給食の準備をしてい

た。エピソード３の様子をA-B-C分析表にま

とめたものが表３である。

A-B-C分析から気づいたことをまとめてみ

ると、Ａさんがブロックを投げたり友だちを押

したりする行動は、急に片付けの指示が出さ

れ、まだ遊びたい、片付けたくないという気持

ちの表れと考えられる。周りの子どもたちは保

育士の意図を汲んで今日は急がなければいけな

いと感じ、一斉に片付け始めた。このような突

然の予定変更は、Ａさんに混乱を引き起こし

た。このことから、Ａさんは周りの空気を読ん

で、活動をスムーズに切り替えることが難し

く、その結果、急に怒り出したり物や人に当

たったりする行動が、友だちとのトラブルに繋

がっていったと推察される。また、保育士から

注意をされた後、保育士には目も向けず走って

トイレへと向かった行動は、そのときの不愉快
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な状況を早く回避したいという気持ちの表れ

だったと思われる。このようなトラブルが起き

ているときでも、トイレへ行き、給食の準備を

していることから、園生活の流れは身について

いた。

このとき保育士としては、エピソード３のよ

うな突然の片付けという場面を、生活の中で極

力作らないことが重要な対応策だろう。そのよ

うな状況が起きてしまった場合に、これまでの

行動観察からＡさんは、自分のペースが維持で

きなくなると、衝動的に物にあたるという行動

が見られるため、物に当たることを防ぐことは

難しいかもしれない。このようなときはすぐに

Ａさんをその場からいったん離し、「今日の給

食はなんだと思う？」というように次の活動へ

の見通しが持てるような対応をすることで、気

持ちが切り替わり、物に当たることは防げなく

ても、友だちを押したりする行動を未然に防ぐ

ことはできると推察される。

３つのエピソードから、本児のどんな行動特

徴が友だちとのトラブルに繋がりやすいのかを

あげてみると、

①　自分の気持ちを言葉で説明することが苦手

②　好きな活動をしているときでも集中しきれ

ずに、気になるものを見つけるとすぐに移動

してしまうという多動性と、欲しいものを友

だちが持っていると突然取り上げてしまうと

いう衝動性

③　突然の予定変更に対して、自分のペースの

維持を最優先させたいというこだわりの強さ

④　特性から引き起こされるかんしゃくやパ

ニック

⑤　気持ちや行動の切り替えが苦手

といった５つの行動特徴が見えてきた。

３つのエピソードを通して保育者が対応でき

そうなことをまとめると、下記の５つの支援策

が考えられる。

支援① 　なぜそんなことをしたのか子どもの行

動の意味を理解する。

支援② 　不適切な行動の代わりに適切で望まし

い行動を教え、それが出たときほめる。

支援③ 　トラブルを未然に回避できるような対

応や環境構成を行う。

支援④ 　気持ちを切り替えて落ち着かせる手助

けをする。

支援⑤ 　見通しを持つための個別の対応や視覚

的な手がかりを用意する。

⑵　５つの支援策の実践と本児の行動変容

本児の行動特徴を踏まえて５つの支援策を実

践していく中で、本児の行動変容と保育者とし

表３．Ａさんの行動の前後にわたるA-B-C分析表（Ｘ年Ｙ＋２月Ｚ日）10時半ごろ

きっかけ（A) 本人の行動（B) その結果（C)
ブロックで遊んでいたら，急に片付け
の時間になった。

Aさんはブロックを投げて、お友だちを
押しのけながら保育室を出て行った。

保育士から引き止められ，「急に押し
たら友だちが怪我するよ」と注意され
た。

保育士には目も向けずトイレに入り，
トイレから出るとき，友だちの顔に手
が当たった。

友だちから「Aさんが押したから〇〇さ
んが泣いている」と保育士に言いつけ
られた。

いつの間にかホールへ移動し，給食
の準備をしていた。
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てできる支援のあり方を検討した。

エピソード４（Ｘ年Ｙ＋３月Ｚ日）　11時ごろ

ここでは、①～③の支援策を試みたエピソー

ド４を示す。友だちが机の上で絵本を読んでい

た。Ａさんも興味があったようで、最初は友だ

ちの横に並んで覗き込むように見ていた。しば

らくするとＡさんは、本を少しずつ自分の手元

に引っ張って、友だちのことを全く気にするこ

となく一人で読み始めた。隣に座っている友だ

ちは、「先生、Ａさんが絵本をとった」と近く

にいた保育士に訴えた。保育士はＡさんに「こ

の本読みたいの？」とＡさんの気持ちを確認す

ると（支援①）、Ａさんは「うん」と答えた。

保育士は、「読みたいときはいっしょに読も

うってお友だちに言うんだよ」と伝えると（支

援②）、Ａさんは、「いっしょに見よう」と言い、

友だちも「いいよ」と答えた。保育士はＡさん

が上手に言えたことをほめることができた（支

援②）。その後はＡさんだけのペースにならな

いよう、保育士もいっしょに３人で絵本を見て

過ごした（支援③）。

エピソード５（Ｘ年Ｙ＋３月Ｚ＋１日）　11時20分ごろ

ここでは、①～⑤の支援策を試みたエピソー

ド５を示す。この日は、コーナー遊びのボード

を見ながら、どのコーナーで遊ぶのかを自分た

ちで選択して遊ぶ活動をしていた。コーナー遊

びのボードとは、制作、粘土、机上遊び、プラ

スブロックのコーナーなど、保育室のコーナー

が一つひとつ写真で表示されているボードであ

る。写真の横に○が付いていたら遊べるコー

ナー、×がついていたらお休みのコーナーであ

ることが、どの子どもにも分かるようになって

いる。この日はブロック遊びコーナーを選んだ

子どもの数が、Ａさんを含め11人いたので、

コーナーを広くして、ブロックの箱を２つに増

やした（支援③）。Ａさんは１人で集中して本

物そっくりのパトカーを作っていた。

遊んでいる間、保育室内でトラブルは起きな

かった。保育士が片付けの15分前に、クラスの

子どもたちに時計の針の模型を使って、片付け

の時間を知らせた（支援⑤）。Ａさんはそのこ

とに気づかずにプラスブロックで遊んでいたの

で、別の保育士が個別に伝えた（支援⑤）。片

付けの時間になると、周りの子どもの様子や保

育士の個別の声かけで片付けをしなければいけ

ないことをＡさんは理解していた。しかしＡさ

んは、片付けなければならないという気持ち

と、まだ遊びたい、片付けたくないという気持

ちと、どう折り合いをつけていくのかが難しい

ようで、目の前にあるＡさんが作ったブロック

を手で荒っぽく崩し始めた。Ａさんの表情は、

唇をギュッと閉めてパニックになることを我慢

しているように見えた（支援①）。以前は、ひっ

くり返って泣くことが多かった。そのことを察

知した保育士は、気持ちを切り替えて楽しく片

付けができるように、袋を使ってブロックを集

める方法を提案した（支援④）。楽しいことが

大好きなＡさんはすぐに笑顔になり、袋の中に

ブロックを集め始めた。「我慢できて偉かった

ね」と、頭を撫でると（支援②）、ますます張

り切って片付ける姿が見られた。周りの友だち

もＡさんの真似をして片付けを楽しんでいた。

片付けの後、保育士が片付けが出来たことをほ

めると（支援②）、Ａさんは、「ピッピッして、

お昼寝したらまたブロック遊びしようね」と見

通しを持った言葉を発することができた。ピッ

ピッとは、昼寝の前に保育士がタイマーで時間

をセットして、ピッピッと音が鳴るまでの間に
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パジャマの着替えを行うことである（支援⑤）。

エピソード６（Ｘ＋１年Ｙ月Ｚ日）　11時30分ごろ

ここでは、①、②、④、⑤の支援策を試みた

エピソード６を示す。自由遊びの時間、片付け

が始まる10分前に保育士が、子どもたちの注意

を向けるために口頭で「ピンポンパンポーン」

と合図をした。その後に時計の針の模型を使っ

て「時計の針が９（11時45分）のところに来た

らお片付けを始めます」と子どもたちに知らせ

た（支援⑤）。Ａさんは時計に興味が出てきた

ことで、保育士が話をしている間は、時計の針

を真剣な表情で見ていた。保育士の話が終わっ

た後も、ブロックでパトカーを作りながら、時

計の針を何度も確認する姿がみられた。Ａさん

は、時計の長針が９になると「９になったよ」

と言ったが、片付けには取りかかれなかった。

このときのＡさんは、11時45分になったことは

理解していたが、片付けをする時間であること

の意味を理解する前に、周りの友だちが「お片

付けだよ」と声を掛け合いながら一斉に片付け

始めることに混乱しているようであった（支援

①）。Ａさんはブロックで作ったパトカーを足で

踏みながら崩し、ブロックを投げるようにして

片付けを始めた。そのとき、保育士はすぐに「Ａ

さん、ブロックが落ちていないかパトロールし

てくれるかな」と声をかけると（支援④）、Ａさ

んの表情はすぐに穏やかになり、両手で沢山の

ブロックを集めて片付けを始めた。保育士は「Ａ

さんがパトロールしてくれるから助かるね」と

声をかけると（支援②）、周りにいた友だちも

「パトロールに行ってきまーす」と、楽しみなが

ら片付けをすることができた。片付けが終わる

と、「ピッピッしたらまたブロックしていい？」

とＡさんは保育士に確認してきた。保育士に認

められ、大好きなブロックでまた遊ぶことがで

きることがわかると、Ａさんは次の給食の準備

に取り掛った。

エピソード７（Ｘ＋１年Ｙ月Ｚ日）　15時ごろ

ここでは、①、④の支援策を試みたエピソー

ド７を示す。おやつの時間、Ａさんは友だちに

「いっしょに食べよう」と声をかけたが友だち

に断られてしまったため、大きな声で「くそー」

と叫んだ。最近、気に入らないことがあると、

「くそー」と言うことがたびたびあるため（支

援①）、保育士は、つい「あっ、またくそーっ

て言ったよ」とＡさんに言ってしまった。する

と、Ａさんは手に持っていたプラスチック製の

コップを床に投げて、おやつを食べるホールか

ら出て行こうとしていた。そのとき保育士は、

おやつの配膳をしながら何事もなかったように

「Ａさん、コップが割れていないか見てくれ

る？大丈夫かな？」と声をかけると（支援④）、

Ａさんは走ってコップが落ちている場所に戻

り、コップを確認する行動がみられた。その後

は、コップを持って空いている席に座り、普段

通りにおやつを食べていた。コップを床に投げ

たことを叱りつけるのではなく、割れていない

かを確認するという別の行動を促したことで、

Ａさんの行動は穏やかなものになった。

総合考察

本研究では、一人の「気になる子ども」のさ

まざまな活動場面におけるエピソードを通し

て、どんな行動が友だちとのトラブルを引き起

こしているのかについて、「気になる子ども」

の気持ちに対する仮説を立て、保育者の支援の

あり方を検討した。
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本児のどのような行動特徴によって友だちと

のトラブルが引き起こされるのかを推測する

と、①自分の気持ちを言葉で説明することが苦

手、②多動性、衝動性、③強いこだわり、④パ

ニックやかんしゃく、⑤気持ちや行動の切り替

えが苦手、こういった行動特徴によることが示

唆された。

保育施設における「気になる子ども」の行動

特徴について、下野・稲富（2007）の保育者

を対象とした調査でも「衝動性、多動性」、「見

通しの持てなさ」、「自己コントロールの弱さ」、

「注意の問題」をあげている。本研究の、一人

の子どもに対するエピソードにおいても似たよ

うな特性が見られており、こういった行動特徴

が集団生活の中で友だちとのトラブルを引き起

こす原因となっていると言えるだろう。トラブ

ルが起こると、保育者や友だちから注意や叱責

を受けてしまい、そのことがきっかけとなり、

保育者に反抗したり友だちが嫌がる行動に発展

するだけでなく、パニックやかんしゃくといっ

た行動を引き起こしてしまい、悪循環になるこ

とが示された。その結果、保育者は気になる行

動をする子どもの対応に悩まされ、保育の困難

性を感じていた。

そこで、A-B-C分析に基づいて「気になる子

ども」の行動の前後を観察すると、子どもの行

動の意味や気持ちを理解しやすいことが示され

た。また、子どもに不適切な行動が見られたと

きは、それに代わる適切な行動が出るように分

かりやすく伝えたほうが伝わりやすく、それが

子どもに伝わると、子ども自身の思いや気持ち

が友だちに伝わった喜びと、その行動に対して

保育者からほめられたことで、気持ち良く遊べ

ることも示された。

「気になる子ども」に対して保育者が実践し

やすい支援は、トラブルを未然に防ぐ対応や環

境構成であった。日頃の行動観察から、トラブ

ルが起きると予想されるときは、保育者もいっ

しょに活動を楽しみ、本児と友だちの仲介役と

いう支援をすることで「気になる子ども」の行

動特徴を目立たなくすることが示された。ま

た、その日の状況や活動を見ながら、遊ぶため

のコーナーを作り、コーナーで遊ぶ子どもの人

数や広さ、ブロックの数を調整することで、子

どもたちにとって周りの状況が分かりやすく、

集中しやすい環境になった（図１右、変更後）。

このような環境構成は、「気になる子ども」に

とっても落ち着いて遊ぶことができ、また、ブ

ロック遊びのスキルも上達したことでトラブル

も起きにくくなった。

エピソード１、２、３では、保育士が、起き

てしまった問題行動を減らそうとＡさんを口頭

で注意していたため、周りの子どもたちもＡさ

んの問題行動に過剰に反応し、保育士に必要以

上に訴える姿が見られていた。しかしエピソー

ド６、７では、保育士がＡさんの問題行動に対

して、それに代わる適切な行動となるよう気持

ちを切り替える対応をしたことで、「Ａさんが

ブロックを足で壊してる」、「Ａさんがコップを

投げた」などと保育士に訴えてくる子どもはい

なかった。このように「気になる子ども」の行

動が落ち着いたものに変わると、周りの子ども

たちの「気になる子ども」に対する見方も変

わっていった。

保育園生活の中で子どもが納得して、次の活

動をスムーズに行うためには、個別の対応や、

コーナー遊びのボード、時計の針の模型など視

覚的な手がかりの提示などを繰り返し行うこと

で、「気になる子ども」だけでなくクラス全員

が見通しを持った生活を送ることが示された。
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もう一つ、本児の行動を大きく変えたものと

して、保育者の言葉かけの変化があげられる。

日々の生活の中で、保育者が本児の行動を叱責

するのではなく、別の言い方に変えることで、

本児の問題行動が問題行動ではなくなり、本児

自身も穏やかに過ごす時間が増えていくことが

示された。

しかし、本児をめぐるトラブルが完全になく

なったわけではない。今でもトラブルが起きる

と、周りにいた子どもが「Ａさん怖いね」と言っ

てくることがある。そのようなとき、一部の保

育者だけが気になる子どもへの支援を実践して

いくだけでなく、園全体として、子ども一人一

人の発達の特性に応じた保育を日々実践してい

くことが求められる。園全体で取り組むこと

で、周りの子どもたちの本児に対する見方もさ

らに変わっていくと予想される。また、本研究

では一人の子どもだけを観察・記録の対象とし

たため、一般化には問題が残る。今後の課題は、

本研究を通してわかった子どもたちへの支援の

あり方を職員全体で共有し、連携して取り組ん

でいき、その効果を検討することである。それ

によって集団保育における「気になる子どもた

ち」に対する職員全体の子どもたちへの言葉か

けや困り感がどのように変化していくのか、そ

れとともに「気になる子どもたち」の行動がど

のように変容していくのかを明らかにしていく

ことが求められる。
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